
「三陸圏域の減災に係る取組方針」
フォローアップ

（各構成員の取組状況）

資料２
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■宮古市

【昨年度取組状況】 【今年度取組内容】

町内会や学校を対象とした防災出前講
座を実施。毎年継続して実施する。

◆地域防災力を維持・継続・強化するための取組

防災出前講座の実施

◆③避難行動、水防活動、排水活動に資する基
盤等の整備

「危機管理型水位計」の設置・監視

R5、閉伊川（松草）と御山川（平津戸）に危機管
理型水位計（2基）を設置。継続して流域住民
の安全確保を図る。（県20基+市3基、計23基）
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■大船渡市

◆地域防災力を維持・継続・強化するための取組

【昨年度取組状況】 【今年度取組内容】

防災学習事業の推進

防災学習館の運営や出前講座の実施など
災害に備えるための防災学習機会を提供

◆地域防災力を維持・継続・強化するための取組

地域コミュニティの「共助」による地域防
災力向上の取組

一般財団法人消防防災科学センターが実
施する市町村防災研修事業を活用し、自主
防災組織や消防団、災害対策本部地区本
部職員等を対象に、風水害を想定した避難
所ＨＵＧを実施することで、避難所で起こる
様々な出来事を体験し、防災意識を高める
とともに、風水害時の避難所運営に関して
地域住民や職員等の理解を深める
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◆安全な避難行動のための取組

【昨年度取組状況】 【今年度取組内容】

久慈市津波避難計画改定に伴う
久慈市津波避難マップの配布、津波避難訓
練の実施

改訂した久慈市津波避難計画に基づいた津波避難マップの作
成・全戸配布および、津波避難訓練を実施した。

◆安全な避難行動のための取組

久慈市津波避難計画で定めた「避難目
標地点」への標識設置

「避難目標地点」に蓄光看板を設
置し、住民周知を図る（全93箇所） 。↓全世帯配布した久慈市津波避難マップ ↓津波避難訓練の様子

■久慈市
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■陸前高田市

◆安全な避難行動のための取組

【昨年度取組状況】 【今年度取組内容】

災害時双方向情報伝達システムの運用
開始

避難情報の発信や安否確認を電
話で行う新たなシステムを運用開
始し、通信訓練を実施

陸前高田市防災マイスターの集いの育
成

陸前高田市防災マイスターの集い
の活動を支援し、市民への防災知
識の普及啓発を促進

◆安全な避難行動のための取組
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■釜石市

◆安全な避難行動のための取組

【昨年度取組状況】 【今年度取組内容】

写真など貼り付け

総合防災マップを作成し、市内全戸に
配布

防災士を対象に地域防災力の向
上を目的とした防災士スキルアッ
プセミナーを開催

◆地域防災力を維持・継続・強化するための取組

写真など貼り付け

地域防災力の向上を目的とした防災士
スキルアップセミナーを開催

総合防災マップを作成し、市内全戸
に配布
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■住田町

◆地域防災力を維持・継続・強化するための取組

【昨年度取組状況】 【今年度取組内容】

自主防災組織の育成と強化

自主防災組織リーダー研修会で
避難所運営机上訓練を実施

◆人命と財産を守るための取組

個別避難計画の実効性の向上

自主防災組織や消防団等の協力・
参画を得て、避難支援体制の構築
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■大槌町

◆安全な避難行動のための取組

【昨年度取組状況】 【今年度取組内容】

地域の防災力の向上を目的に自治会
単位での出前講座の実施

町職員と地域住民と共同で避難所
開設の訓練実施

◆地域防災力を維持・継続・強化するための取組

避難指示に着目した住民参加の実践的
な訓練の実施

自治会単位での防災講座等を実
施、啓発を図る
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■山田町

【昨年度取組状況】 【今年度取組内容】

◆地域防災力を維持・継続・強化するための取組

自主防災組織の充実強化

自主防災組織意見交換会にて各
組織の現状を把握し、課題や対策
の検討を行い、充実強化を図る

住民への情報伝達体制の充実

一斉情報配信基盤を構築し、多層
配信により住民への情報伝達体制
の強化を図る。

◆地域防災力を維持・継続・強化するための取組

令和６年３月２２日開催 自主防災組織等意見交換会
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■岩泉町

◆安全な避難行動のための取組

【昨年度取組状況】 【今年度取組内容】

情報連携システムの更新による情報配
信機能の強化

楽天モバイル、Yahoo!防災速報へ
の配信機能追加など

◆地域防災力を維持・継続・強化するための取組

WEB雨量観測システムで使用する転倒
ます型雨量計の更新

正確な実地雨量を把握し、流域へ
の避難情報の発令判断に活用
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■田野畑村

◆安全な避難行動のための取組

【昨年度取組状況】 【今年度取組内容】

各種自然災害に対する備え及び災害時
の避難行動について住民へ周知

総合防災ガイドブック及び津波ハザード
マップを作成し、全世帯及び事業所へ配
布した。

◆地域防災力を維持・継続・強化するための取組

地区防災計画の作成に向けた、津波避
難訓練の実施支援

津波災害の備えとして、地区防災計画
を作成し、住民の円滑な避難行動につ
なげる。
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■普代村

◆安全な避難行動のための取組

【昨年度取組状況】 【今年度取組内容】

洪水災害を含む新たな防災マップの周
知広報等の活動

新たに作成した防災マップを基に、
個別避難計画勉強会や避難経路
の勉強会等を実施

◆地域防災力を維持・継続・強化するための取組

写真など貼り付け

避難勧告に着目した住民参加の実践的
な訓練の実施

様々な訓練を想定した総合的な防
災訓練の実施
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■野田村

◆安全な避難行動のための取組

【昨年度取組状況】 【今年度取組内容】

土砂災害警戒区域における避難訓練
の実施

久慈工業高等学校で実施された避
難訓練後の振り返り
（高校生からの意見聴取）

◆地域防災力を維持・継続・強化するための取組

津波警報等発表時避難指示発令に伴う
住民避難の実践的な訓練の実施

令和６年度地震・津波想定の避難訓
練を実施予定
（住民・消防団・役場の連携を確認）
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■洋野町

◆安全な避難行動のための取組

【昨年度取組状況】 【今年度取組内容】

津波避難目標地点・経路、洪水浸水
想定区域における避難要領等の周知

◆地域防災力を維持・継続・強化するための取組

写真など貼り付け

津波避難計画の改正、防災マップ（ハ
ザードマップ）の更新

津波浸水想定、土砂災害警戒区域変更及
び洪水浸水想定区域指定に伴う防災マップ
等の更新

計画等周知の住民説明会等の開催、防災
訓練実施により、昨年度に改正・更新した計
画等の実効性の確認と問題点の案出・改善
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■盛岡地方気象台

◆地域防災力を維持・継続・強化するための取組

【令和５年度取組状況】 【令和６年度取組内容】

「あなたの町の予報官」と「JETT派遣」
等により地域防災支援業務を強化

◆地域防災力を維持・継続・強化するための取組

「気象庁ワークショップ」や各種訓練の
支援により地域防災支援業務を強化

平常時

緊急時

平常時

緊急時

気象庁ワークショップ

風水害対策支援チーム岩泉町

あな町ＴＶ

防災気象情報の利活用に関
する普及・啓発活動
・防災メール・「あな町ＴＶ」
・研修・訓練への協力
訓練シナリオ作成・勉強会
・計画作成への協力
防災計画・タイムライン

適時的確な情報の発表
・ホットライン
首長や担当者への解説
・気象庁防災対応支援チーム
岩手県・岩泉町・田野畑村・
宮古市
石川県珠洲市・能登町・
輪島市・穴水町

令和５年の活動を継続・強化
・県内全市町村を訪問
・リーフレットやDVDの作成・
配布等・防災訓練への参加
・研修・訓練への協力
ワークショップ、出前講座
及び講演会

被害の軽減、被災自治体へ
の気象支援資料を提供
・台風説明会・ホットライン
・岩手県風水害対策支援
チームへ職員を派遣
・JETT派遣
大雨等による被災の恐れ、
被災した市町村を対象
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■岩手県復興防災部防災課

◆安全な避難行動のための取組

【昨年度取組状況】 【今年度取組内容】

台風接近時に伴う対応について、県か
ら市町村に助言

岩手県風水害対策支援チームの活動
の継続、市町村研修の実施

◆安全な避難行動のための取組

③人命と財産を守るための取組
●風水害時の対応
令和５年６月２日に、台風接近時の風水害対策
支援チーム事務局の災害対応力の向上を図るた
め、風水害対策支援チーム運営訓練を実施
同月７日に連絡会議を開催し、昨年度の連絡会
議での意見交換結果や、運営訓練を踏まえた改
善点を共有
●平時の活動
気象台等と連携し、13市町村において、防災気

象情報の活用、災害情報システムの操作、災害
への初動対応や図上訓練に係る研修を実施

③人命と財産を守るための取組
●風水害時の対応
令和６年６月５日に、台風接近時の風水害対策
支援チーム事務局の災害対応力の向上を図るた
め、風水害対策支援チーム運営訓練を実施予定
同月に連絡会議を開催し、昨年度の連絡会議
での意見交換結果や、運営訓練を踏まえた改善
点を共有予定
台風等接近時に、岩手県風水害対策支援チー
ムを招集し、市町村に対する助言内容を検討
●平時の活動
気象台等と連携し、15市町村において、防災

気象情報の活用、災害情報システムの操作、災
害への初動対応や図上訓練に係る研修を実施
予定
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■沿岸広域振興局土木部

【昨年度取組状況】 【今年度取組内容】

流下能力を確保するため、河川改修、
河道掘削、立ち木伐採を実施

甲子川、小川川、鵜住居川、小鎚川にお
いて、河川改修及び施設修繕、河道掘削、
立ち木伐採を推進

写真など貼り付け

甲子川、鵜住居川、長内川、小鎚川にお
いて、河川改修及び施設修繕、河道掘削、
立ち木伐採を推進

流下能力を確保するため、河川改修、
河道掘削、立ち木伐採を実施

◆洪水氾濫を未然に防ぐ対策 ◆洪水氾濫を未然に防ぐ対策

鵜住居川河道掘削実施箇所

実施前

実施後（令和６年３月）

鵜住居川鵜住居地区、河川改修実施中箇所

築堤
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■宮古土木センター

【昨年度取組状況】 【今年度取組内容】

堆積土砂等の撤去により適正な流下能力
を確保し、洪水の防止を図る

二級河川大沢川（山田町）などにおいて堆
積土砂掘削等を計画的に実施

◆洪水氾濫を未然に防ぐ対策◆洪水氾濫を未然に防ぐ対策

堆積土砂等の撤去により適正な流下能力
を確保し、洪水の防止を図る

二級河川長沢川（宮古市）などにおいて堆
積土砂掘削等を計画的に実施

実施予定箇所

二級河川大沢川 掘削後

二級河川大沢川 掘削前 二級河川長沢川

二級河川神田川
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■岩泉土木センター

【昨年度取組状況】 【今年度取組内容】

河川の適切な維持管理(河道掘削、立
木伐採の実施)

普代川、小本川の堆積土砂の撤去
普代川(田野畑村巣合地区)の施工前後の状況

河川の適切な維持管理(河道掘削、立
木伐採の実施)

◆洪水氾濫を未然に防ぐ対策 ◆洪水氾濫を未然に防ぐ対策

松前川、長内川の堆積土砂の撤去を
推進

松前川(田野畑村七滝地区)の施工前状況
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■大船渡土木センター

【昨年度取組状況】 【今年度取組内容】

流下能力を確保するため、河道掘削を
実施

二級河川気仙川（陸前高田市内）において、
河道掘削により流下断面を確保

流下能力を確保するため、河道掘削を
実施

取組前

取組後

二級河川気仙川（住田町内）における河道
内の堆積土砂の撤去を実施

R6d掘削

◆洪水氾濫を未然に防ぐ対策◆洪水氾濫を未然に防ぐ対策

二級河川気仙川(現況)

取組前

二級河川気仙川(現況)
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■県北広域振興局土木部

【昨年度取組状況】 【今年度取組内容】

流下能力を確保するため、河川改修、
河道掘削、立木伐採を実施

久慈川、宇部川、明内川、
小屋畑川等において、河川改修、
河道掘削、立木伐採等を実施

♦洪水氾濫を未然に防ぐ対策 ♦洪水氾濫を未然に防ぐ対策

流下能力を確保するため、河川改修、
河道掘削、立木伐採を実施

久慈川、宇部川、夏井川、
小屋畑川等において、河川改修、
河道掘削、立木伐採を推進

整備前

宇部川 河道掘削・立木伐採実施個所
小屋畑川 河川改修事業 21



■滝ダム管理事務所

◆避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等
の整備

【昨年度取組状況】 【今年度取組内容】

国土強靭化のための５か年加速化対策
の予算要求及び事業実施

管理制御処理設備の更新により、
迅速・的確な情報収集による管理
水準の向上及び操作性・維持管理
性の向上等を図る

・機器の老朽化等による信頼性の低下
・故障や異常が発生する可能性が高い

◆避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等
の整備

国土強靭化のための５か年加速化対策
の予算要求及び事業実施

ダム電気設備の更新により、老朽
化による不具合の防止及びエネル
ギー消費効率の向上を図る

・改良機器の導入による操作性・維持管理性の向上 ・改良機器の導入による操作性・維持管理性の向上

改良後 改良後

・機器の老朽化等による信頼性の低下
・故障や異常が発生する可能性が高い

電気設備(受電設備)

管理制御処理(ダムコン)
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■岩手県県土整備部

◆安全な避難行動のための取組

【昨年度取組状況】

〇洪水浸水想定区域指定４ヶ年計画
に基づき、70河川（うち当圏域は浦
浜川等の６河川）を新規指定。

洪水浸水想定区域の指定拡大

◆安全な避難行動のための取組

23

【今年度取組状況】

洪水浸水想定区域の指定拡大

〇洪水浸水想定区域指定４ヶ年計画
に基づき、85河川（うち、当圏域は
なし）を新規指定予定。

【その他】
○水位周知河川指定４ヶ年計画に基づき、２河川（久
慈川（上流）及び大野川）について、水位周知河川の
指定を行った。
〇水位計設置４ヶ年計画に基づく１河川（うち当圏域
は小本川の１河川）について、水位計の設置を行った。
〇危機管理型水位計１基（うち当圏域はなし）、簡易
型河川監視カメラ５基（うち当圏域は刈屋川等の４
基）の設置を行った。
○岩手日報（新聞）及びエフエム岩手（ラジオ放送）
にて、水防等に関する情報発信を行った。
〇ライン及びX（旧Twitter）で河川の水位情報の発信
を行った。

【その他】
○水位周知河川指定４ヶ年計画に基づき、４河川
（うち、当圏域は普代川（上流）及び小本川（上
流）の２河川）について、水位周知河川の指定を行
う予定。

〇水位計設置４ヶ年計画の令和６年度分の１河川
（うち当圏域はなし）について、新規設置を予定。

〇近年設置した危機管理型水位計327基、監視カメ
ラ155基の継続運用。


